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717
活性汚泥内 で優 占化 した フ ェ ノ

ー
ル 分解菌の フ ェ ノ〜ル 代謝能力

　　　　　　（東燃・総研）　 （）檜野早苗 、 渡辺一哉、高橋信弘

【目的】Alcaligenes　sp ．E2株 は 、 フ ェ ノ ール を唯
一

の 炭素源 と して馴 養 した時 に石 油 工

場由来の 活性汚泥 にお い て 全菌数の 20％ を占め る 優占化 した ポ ピ ュ レー シ ョ ン を形成

する 。 今回 は 、E2株の フ ェ ノ
ー

ル 代謝能力 を解析 し、 他 の 同 じ活性汚泥か ら単離 した

フ ェ ノ
ー

ル 分解菌 と比 較 した 。

【方法及 び結果】この 株及 び同 じ活性汚泥 よ り単離 した他 の フ ェ ノ
ール 分解 菌9株 に つ

い て 、 フ ェ ノ
ール 分解活性 、 フ ェ ノ ール 中で の 増殖 速度を様々 な フ ェ ノ

ール 濃度に お

い て測定 し、 H田daneの 基質阻害の 式 に基づ い て 動力学的 に解析 した 。 その 結果 、
　 E2 株

の フ ェ ノ
ー

ル 分解 活性や 増殖速度 の 阻害定数 （Ki）は他の 菌 と比較 して大 き く、 フ ェ

ノ
ー

ル に よる 基質阻害 を受 けに くい こ とが 解 か っ た。

一
方 、 E2株 よ りフ ェ ノ ール 親 和

性が 高い 菌 も存在 した 。 麟 が優占化 した活性汚泥 で は槽内の フ ェ ノ ール 濃度が常 に

1ppm 以 下で あ っ たが 、 そ の よ うな低濃度 にお い て 、
　 E2株 よ り高い 分解活性を もつ 株 も

存在 した 。 以上 の こ と か ら 、 E2株に は フ ェ ノ
ー

ル 代謝能力 に加 え他の 優 占化因子 も存

在す る 可能性が示唆され た 。
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718 熱化学的 に流動化した脱水汚泥 の 嫌気性消化処理

（工技院 ・資環研 ・バ イオ マ ス ）
○澤山茂樹 ， 井上誠

一
， 塚原建

一
郎 、 小木知子

［目的］下水汚泥の 効率的処理技術の 研究 として 、 従来の 濃縮汚泥の 熱処

理 とは異 な り脱水汚泥 を熱化学 的 に流 動化 し、 得られ た流動化物及 びそ の

流動化物を遠心分離 して 得た液相の 嫌気性消化特性 を検討 した 。

［方法お よび結果］含水率83．8％ の 脱水汚泥を 、 密封容器中で 175℃ 、 4
MPa に 薑時間保持して 流動化した 。 流動化され た脱水汚泥 は 、 遠心分離に

よ り57．7％ の 上清と42．3％の 沈殿物に分離され た 。 その 上清を2L 三角 フ ラ

ス コ 申で 1．8−2．2g −VSIL の 負荷濃度で 回分法に よ り嫌気性消化す る と 、 9日

間で440　ml ／9。投入VS の ガ ス が 発生 し 、
　 VS の 消化率 は66％ で あ っ た 。 未処

理 の 脱水汚泥 を1．8・・2．09 −VSIL の 負荷濃度で 9日間消化 した場合の ガス 発生

量 は 257・ml ／g一投入 VS で 、 消化率 は45％ で あ っ た 。 脱水汚泥の 流動化物の

上 清 を嫌気性消化す る と 、 脱水汚泥を消化 した場合 に比べ
、

バ イオガ ス の

生 産 量や消化速度 め 改善が 認 め られ た 。 本法 は 、 従来の 嫌気性消化 の 前処

理 と して 濃縮汚泥 を熱処理す る 方淙に 比べ
、 よ り含水率の 低い 脱水汚泥を

熱処 理す る の で 、 投入 す るエ ネ ル ギ ー が 節約で きる 。
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